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安
井
市
民
館

　
令
和
５
年
度
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
懇
談
会
は
、「『
宮
っ
子
』と

地
域
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

市
・
市
民
協
働
推
進
課
（
現
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
）
課
長
の

中
尾
篤
也
さ
ん
を
招
き
、
安
井
地

域
の
８
団
体
と
７
自
治
会
の
参
加

も
得
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
中
尾
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

活
動
に
関
わ
る
仕
事
を
務
め
て
き

た
中
で
、
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
き
た
そ
う

で
す
。
前
半
は
そ
の
経
験
談
を
含

め
た
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
と
は

•
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
昭

和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
設
立

さ
れ
た
。市
内
を
26
の
地
域（
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
分
け
て

活
動
し
て
い
る
。『
宮
っ
子
』の

発
行
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

行
事
な
ど
を
開
催
。
地
域
が
つ

な
が
る
た
め
に
は
、
何
を
発
信

し
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題

◇『
宮
っ
子
』
に
つ
い
て

•『
宮
っ
子
』
は
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
魅
力
や
頑
張
っ
て
い
る

人
た
ち
を
住
民
に
伝
え
て
い
る
。

編
集
作
業
や
配
布
も
大
変
だ
。

持
続
し
て
い
く
た
め
の
良
い
方

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

•
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
『
宮
っ
子
』
を
読
ん
で
い
る

人
が
結
構
い
る
。『
宮
っ
子
』

に
載
っ
た
ら
う
れ
し
い
と
感
じ

る
人
も
。
地
域
の
情
報
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
多
い

◇
行
政
と
地
域
と
の
関
係

•
行
政
は
市
民
の
暮
ら
し
や
、
安

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
〜

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
を
考
え
る

2
／
 22

全
を
守
る
こ
と
が
仕
事
。
そ
の

上
で
市
民
の
声
を
聞
く
必
要
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
や

ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
個
人
よ
り

も
地
域
で
意
見
を
ま
と
め
た
方

が
行
政
に
反
映
さ
せ
や
す
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
団
体

が
ど
う
い
う
形
で
つ
な
が
っ
て

い
く
か
が
大
事
に
な
る

◇「
担
い
手
」
の
発
掘

•
担
い
手
不
足
の
問
題
は
ど
の
地

域
で
も
起
き
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

•
安
井
地
域
の
人
口
増
減
は
少
な

く
、
年
齢
構
成
で
見
て
も
次
世

代
の
担
い
手
候
補
は
た
く
さ
ん

い
る
。
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
一
定
数
い

る
は
ず

•
大
事
な
の
は
行
事
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
人
が
次
も
関
わ
り
た
い

と
思
う
こ
と
。「
喜
ん
で
も
ら
え

た
」「
役
に
立
て
た
」
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
次
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

後
半
は
、
出
席
し
た
自
治
会
と

各
種
団
体
の
代
表
か
ら
、
日
頃
の

活
動
や
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
（
左
表
）。

こ
う
し
た
意
見
に
対
し
て
中
尾

さ
ん
は
、「
自
治
会
や
各
種
団
体

の
横
の
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
す

る
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
役
割
が
あ
る
の
で
は
」「
人

が
動
く
上
で
大
事
な
の
は
口
コ
ミ
。

『
宮
っ
子
』
に
口
コ
ミ
の
役
目
を

持
た
せ
る
の
も
一
つ
の
方
法
」「
新

し
い
人
は
、
自
分
が
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
感
じ
る
と
、
次
も
来
て
く

れ
る
は
ず
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
楽
し
い
の
が

一
番
。
人
は
楽
し
い
と
こ
ろ
に
集

ま
っ
て
く
る
。
活
動
が
楽
し
め
る

工
夫
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

主
催
　
安
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

参
加
　
28
人

参加者から活発に意見が出ました

熱く語る中尾さん

自治会や各種団体からの意見
                     （事前アンケートを含む）
•コロナ禍が過ぎて、行事が復活してきた。参加
者も多くなってきた

•役員の負担が少なくなるように、集まりの回数
を減らしている

•SNSを利用して、活動を広めている
•地域活動への無関心、無理解
•役員の高齢化。会員の高齢化
•自主防災会の体制が未整備
•世帯数が多く、『宮っ子』の仕分けと配布が大変
•4年ぶりに夏まつりを開催するので、うまく進
められるか不安

•活動内容の周知徹底
•続けることが大事。続けるうちに担い手が現れ
るかもしれない

•もっと分かりやすく情報が得られれば、参加す
る人が増えるかも

•地域の団体とも連携しながら企画を試していき
たい

•コミュニケーションの輪が広がっていけばいい
など

表彰おめでとうございます

頑張っています！

安井サッカークラブ初優勝！

災害時に備えよう　　　　

阪神･淡路大震災からの絆を
　　　　　　　　　　 能登半島にも！

〇西宮コミュニティ推進大会
　わがまち賞　　　　　2/17
　　吉田　忠さん（平松町）
　　松本　武さん（櫨塚町）

スポーツクラブ21安井

淡路島卒業記念安井カップ2024＊　  淡路島青少年交流の家　3/2・3

地域共生館ふれぼの　１/29

〇スポーツクラブ21
　お別れバレーボール大会 
 2/4
　ブロック準優勝
　　ジュニアバレーボール部
〇スポーツクラブ21
　ミックスダブルス卓球大会
 2/11
　４部トーナメント優勝！
　卓球部Bチーム

　今年は西宮市と神戸市、淡路島の12
チーム220人が参加しました。
　主催しているものの、これまで優勝
を逃していた安井チームでしたが、9
年目にして念願の初優勝！　卒業を前
に素晴らしい思い出になりました。
＊平成28（2016）年からスポーツクラブ21安井ジュ
ニアサッカー部が淡路島で開催している大会

　元日に大きな被害をもたらした能登半島
地震。29年前を思い出した人も多かった
ことでしょう。当時、避難所となった安井
小学校で支援活動をしてくれたヤングネッ
トワークとやま（YNT）も、いち早く現地
に入り、救援活動を開始したとの情報が入
りました。
 YNTは毎年、安井小学校にチューリップ
の球根を届けています。震災20年目の平
成27年には富山から約33tもの雪を運び、
みんなで鎮魂の雪地蔵を作りました。サッ
カーを通して交流をしてきたスポーツクラ
ブ21安井が、YNTの活動を支援しようと
募金を始めると、安井小学校の代表委員会
や安井幼稚園の教職員からも賛同が得ら
れ、多額の寄付が集まりました。
 とりまとめて2月初めに送金。YNTから
お礼と支援活動の報告が届きました。これ
とは別に安井地区自治会連合会からも支援
金を送ったとのことです。
　能登の被災地が早く元気を取り戻します
ように。

　地域防災について研究している関西学
院大学・関嘉寛教授のゼミ生が、「防災
ワークショップ」として、簡単に作れる
非常食を紹介しました。
　まず、牛乳パックを切り取ってスプーン
の形に。チラシを折って箱にして、それ
にビニール袋を掛けて皿を作りました。
　この日のメニューは、切り干し大根とツナ缶をマヨネーズとコ
ショウであえたサラダと、「じゃがりこ」にチーズを割いて入れ、お
湯でかき混ぜたポテトサラダの２品でした。
　もしものときに覚えておきたいですね。　　　   　   （参加20人）

お味はいかがですか？

元気いっぱいの６年生でした

※いずれも参加費無料、当日受け付け
※開講約1カ月前に ＊大社・安井地区自治会掲示板　　＊大社公民館などに置かれるチラシ
 ＊西宮市ホームページ「公民館イベント」などでお知らせします

日時・会 場 講 座 名 ＆ 講 師　（敬称略）
大社公民館　電話71-3649大 社 公 民 館 だ よ り

西宮再発見！  文学と歴史　第6回
～安井地域の文化通り～

講師　㈱河内厚郎事務所 ディレクター　蓮沼　純一
（共催　安井地域コミュニティ協議会）

歯医者さんに聞いてみよう
～お口をケアして健康に♪～

講師　大家歯科院長 大家正久　歯科衛生士 坂根裕香
（共催　大社老人クラブ連合会）

あじさい大社寄席
～講談と落語で楽しみましょう～
出演　旭堂 南也　桂小留　月亭太遊　玉田玉秀斎

5月19日（日）
13:30～15:00
（13:00開場）
安井市民館
5月30日（木）
13:30～15:00
（13:00開場）
大社公民館
6月5日（水）
14:00開演
（13:30開場）
大社公民館

各種スポーツのお誘い　    スポーツクラブ21安井

今年もチャレンジウイーク（体験入部歓迎期間）を実施します！　事前申し込み不要！

※いずれも入会随時。会費など詳細は各部に問い合わせてください

ジュニアサッカー

ジュニアバレーボール

ジュニア野球
バトントワリング
（子ども会と共催）
空手
ソフトボール
バレーボール(軽量皮)
　　　　　　  一般開放
卓球
バドミントン
　　　　　　  一般開放
民踊
クォーターテニス
グラウンドゴルフ

毎週 日曜 8時～11時
毎月 第1・3土曜 14時半～17時
毎月 第5土曜 12時～14時半
毎週 日曜 9時～12時
毎月 第2・4土曜 16時半～18時半（他）
毎週 日曜  14時～17時
毎月 第2・4・5土曜  14時半～17時
毎週 土曜 9時～12時
 　　（他にもあり）
毎週 木曜 17時半～19時
                         （夏季は18時～19時半）
毎週 日曜 11時～14時
毎週 土曜 14時～16時
毎月 第3土曜 19時～21時
毎週 日曜 14時～16時
毎週 日曜 12時～14時
毎月 第1土曜 19時～ 21時
毎月 第2・4火曜 13時～15時半
毎週 土曜 12時～14時
毎月 第1～4土曜 12時～14時半

安井小校庭

安井小体育館

安井小校庭
安井小体育館
(若竹公民館)
安井小体育館
安井小校庭
安井小体育館
安井小体育館
安井小体育館
安井市民館
安井小体育館
安井小校庭

５月９日（木）～12日（日）　５月14日（火）～19日（日）　　※詳細は各戸配布の案内やポスターで

080-6205-7899

090-1222-8271

090-3356-6539

090-3943-8233

080-3786-9771
090-5166-0455
080-1461-9433
090-1222-8271
0798-26-2891
090-9878-6605
0798-21-1073
0798-23-3920
090-3352-3888

真殿

脇

泉

荒兼

荒尾
浅香
尾山
脇
西野
勝屋
田中
原口
鍋谷

小学生男女

小学生男女

小学生男女

小学生男女
幼児～　　
　一般男女
一般男子
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女

対  象 活 動 曜 日 ＆ 時 間 開 催 場 所 問い合わせ先



広告

西宮渡辺病院の西側すぐ

０１２０-１２-８０２０

【診療日】 月・火・木・金・土（水・日・祝は休診）
 祝日や学会・研修会がある週は水曜日に診察
【診療時間】 9:00 ～ 13:00 14:00 ～ 18:00
           ※予約制ですが急患は随時対応しています
           　訪問診療も行っています西宮市室川町 10-27

令和６年５月１日第385号 わ が ま ち 安 井（3） 令和６年５月１日 （2）第385号 わ が ま ち 安 井

はばたけ安井っ子！
令和５年度卒業式 安井小学校　３月２１日

〜
ふ
れ
あ
い
集
会
〜

お
互
い
を
知
り
合
え
た
よ
！安井

小
学
校

安
井
小
学
校
で
、
尼
崎
朝
鮮
初

中
級
学
校
の
児
童
と
交
流
す
る

「
ふ
れ
あ
い
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
全
児
童
が
体
育
館
に
集
ま

り
ま
し
た
。

朝
鮮
学
校
の
児
童
45
人
は
拍
手

の
中
、
代
表
委
員
が
掲
げ
る
花
飾

り
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
て
入
場
。

互
い
の
児
童
代
表
が
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
全
員
が
日
本
語
と
朝
鮮
語

で
『
わ
た
ろ
う
友
の
橋
を
』
を
歌

い
ま
し
た
。

次
に
安
井
小
の
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

が
『
八
木
節
』
の
演
奏
を
、
５
年

生
有
志
が
『
ソ
ー
ラ
ン
節
』
の
演

技
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

2
／
20

和太鼓クラブの演奏（写真上）とソーラン節の演技

続
い
て
朝
鮮
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
『
パ
ン
ダ
ル（
半
月
）』
を
演
奏

し
、
舞
踊
重
部
が『
プ
チ
ェ
チ
ュ
ム

（
扇
の
舞
）』
を
踊
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
和
太
鼓
と
朝
鮮
太
鼓

と
の
違
い
を
教
わ
り
、
音
楽
部
が

朝
鮮
太
鼓
『
チ
ャ
ン
ダ
ン
ノ
リ
』を

演
奏
。
地
響
き
の
よ
う
に
伝
わ
る

太
鼓
の
音
に
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
の
催
し

の
後
は
、
朝
鮮
学
校

の
児
童
が
高
学
年
の

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
入
り
、「
大
嵐
」な

ど
の
ゲ
ー
ム
や
対
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
日
本
と
は

違
う
文
化
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

民族衣装をまとった女の子た
ちが、扇を上手に使った軽や
かな舞を披露しました

　時折、雪がちらちらと舞う春の日、139人が
卒業しました。式では、卒業生全員で『旅立ちの
日に』を合唱。「巣立ちの言葉」の中では、先生
からの温かい言葉もありました。
　式の後、卒業生は体育館から校舎の中を通って
校庭へ。新しい校舎の広くなった廊下では、両側
に保護者が並んで花道を作り、職員室前では先生
が花のアーチで送ってくれました。
　卒業おめでとう！

卒業式を終えて、友だちとハイポーズ！

山本雅之校長から卒業証書を授与

花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
る

卒
業
生

卒業おめでとう！
第75回卒業証書授与式 大社中学校　3月8日

　
寒
空
の
中
、
２
７
９
人
（
う
ち
安
井
っ
子

87
人
）
が
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
を
前
に
安
井
っ
子
大
集
合
！

　

　この大社中学校での3年間を終え、夢と希望を胸に未
来へ羽ばたく君たちへ、長い人生のほんの少し一緒に
過ごした私からお祝いの言葉を送ります。
　　　「卒業おめでとう！」
  君たちが一歩一歩踏みしめて過ごした3年間、多くの
ドラマがあったと思います。友達と笑い、泣き、そし
て感動したこと。一つ一つを忘れないでください。そ

の一つ一つが君たちを成長させてくれました。一生の宝
物です。
　これからの長い長い人生の中で、苦しいこと、逃げ出
したいことがたくさんあると思います。でも、しっかり
と前進してください。このすばらしい大社中学校で学ん
だ全てが君たちを支えてくれるはずです。これからも自
分を信じ、仲間を信じて頑張ってください。

学年代表　石井  健昭先生から

フリーマーケットで多世代交流 3/9
尼崎信用金庫西宮支店駐車場（城ケ堀町）

安井地区社会福祉協議会もりモリ会（地域交
流部会）主催のフリーマーケットが開催されま
した。
手作り品や子ども服、コーヒー、パンや野菜

の販売の他、駄菓子屋さんや缶バッジのコー
ナーなどが出店。バルー
ンアートも登場し、赤
ちゃん連れから高齢者ま
で、ワイワイガヤガヤ。
最後は寒さを吹き飛ばそ
うと、ラテン音楽に合わ
せてみんなで踊って盛り
上がりました。

～防災発表会～
災害に強い地域にしよう 安井小学校  2/20
昨年2学期から防災について学習してきた安井小4年生。学んだ

ことを地域の人たちと共有しようと、発表会を開催しました。
地震が起きたときにとるべき行動や避難生活への備え、高潮と
津波の違いなどを、パソコンや紙芝居を使ったり、クイズ形式に
したり、工夫を凝らして発表していました。
また、参加者が住んでいる町名と名
前を書いた名札をつけることで、同じ
町内の児童から声を掛けてもらい、あ
いさつを交わす場面もありました。
自然災害の予測は難しく、避けるこ
とはできません。事前の心構えがいか
に大切であるかを教わりました。

（参加45人）パソコンを使って説明する子どもたちおもちゃ釣りのコーナーも



広告

西宮渡辺病院の西側すぐ

０１２０-１２-８０２０

【診療日】 月・火・木・金・土（水・日・祝は休診）
 祝日や学会・研修会がある週は水曜日に診察
【診療時間】 9:00 ～ 13:00 14:00 ～ 18:00
           ※予約制ですが急患は随時対応しています
           　訪問診療も行っています西宮市室川町 10-27

令和６年５月１日第385号 わ が ま ち 安 井（3） 令和６年５月１日 （2）第385号 わ が ま ち 安 井

はばたけ安井っ子！
令和５年度卒業式 安井小学校　３月２１日

〜
ふ
れ
あ
い
集
会
〜

お
互
い
を
知
り
合
え
た
よ
！安井

小
学
校

安
井
小
学
校
で
、
尼
崎
朝
鮮
初

中
級
学
校
の
児
童
と
交
流
す
る

「
ふ
れ
あ
い
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
全
児
童
が
体
育
館
に
集
ま

り
ま
し
た
。

朝
鮮
学
校
の
児
童
45
人
は
拍
手

の
中
、
代
表
委
員
が
掲
げ
る
花
飾

り
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
て
入
場
。

互
い
の
児
童
代
表
が
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
全
員
が
日
本
語
と
朝
鮮
語

で
『
わ
た
ろ
う
友
の
橋
を
』
を
歌

い
ま
し
た
。

次
に
安
井
小
の
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

が
『
八
木
節
』
の
演
奏
を
、
５
年

生
有
志
が
『
ソ
ー
ラ
ン
節
』
の
演

技
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。
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和太鼓クラブの演奏（写真上）とソーラン節の演技

続
い
て
朝
鮮
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
『
パ
ン
ダ
ル（
半
月
）』
を
演
奏

し
、
舞
踊
重
部
が『
プ
チ
ェ
チ
ュ
ム

（
扇
の
舞
）』
を
踊
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
和
太
鼓
と
朝
鮮
太
鼓

と
の
違
い
を
教
わ
り
、
音
楽
部
が

朝
鮮
太
鼓
『
チ
ャ
ン
ダ
ン
ノ
リ
』を

演
奏
。
地
響
き
の
よ
う
に
伝
わ
る

太
鼓
の
音
に
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
の
催
し

の
後
は
、
朝
鮮
学
校

の
児
童
が
高
学
年
の

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
入
り
、「
大
嵐
」な

ど
の
ゲ
ー
ム
や
対
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
日
本
と
は

違
う
文
化
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

民族衣装をまとった女の子た
ちが、扇を上手に使った軽や
かな舞を披露しました

　時折、雪がちらちらと舞う春の日、139人が
卒業しました。式では、卒業生全員で『旅立ちの
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に保護者が並んで花道を作り、職員室前では先生
が花のアーチで送ってくれました。
　卒業おめでとう！

卒業式を終えて、友だちとハイポーズ！

山本雅之校長から卒業証書を授与

花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
る

卒
業
生

卒業おめでとう！
第75回卒業証書授与式 大社中学校　3月8日

　
寒
空
の
中
、
２
７
９
人
（
う
ち
安
井
っ
子

87
人
）
が
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
を
前
に
安
井
っ
子
大
集
合
！

　

　この大社中学校での3年間を終え、夢と希望を胸に未
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　これからの長い長い人生の中で、苦しいこと、逃げ出
したいことがたくさんあると思います。でも、しっかり
と前進してください。このすばらしい大社中学校で学ん
だ全てが君たちを支えてくれるはずです。これからも自
分を信じ、仲間を信じて頑張ってください。

学年代表　石井  健昭先生から

フリーマーケットで多世代交流 3/9
尼崎信用金庫西宮支店駐車場（城ケ堀町）

安井地区社会福祉協議会もりモリ会（地域交
流部会）主催のフリーマーケットが開催されま
した。
手作り品や子ども服、コーヒー、パンや野菜

の販売の他、駄菓子屋さんや缶バッジのコー
ナーなどが出店。バルー
ンアートも登場し、赤
ちゃん連れから高齢者ま
で、ワイワイガヤガヤ。
最後は寒さを吹き飛ばそ
うと、ラテン音楽に合わ
せてみんなで踊って盛り
上がりました。

～防災発表会～
災害に強い地域にしよう 安井小学校  2/20
昨年2学期から防災について学習してきた安井小4年生。学んだ

ことを地域の人たちと共有しようと、発表会を開催しました。
地震が起きたときにとるべき行動や避難生活への備え、高潮と
津波の違いなどを、パソコンや紙芝居を使ったり、クイズ形式に
したり、工夫を凝らして発表していました。
また、参加者が住んでいる町名と名
前を書いた名札をつけることで、同じ
町内の児童から声を掛けてもらい、あ
いさつを交わす場面もありました。
自然災害の予測は難しく、避けるこ
とはできません。事前の心構えがいか
に大切であるかを教わりました。

（参加45人）パソコンを使って説明する子どもたちおもちゃ釣りのコーナーも
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安
井
市
民
館

　
令
和
５
年
度
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
懇
談
会
は
、「『
宮
っ
子
』と

地
域
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

市
・
市
民
協
働
推
進
課
（
現
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
）
課
長
の

中
尾
篤
也
さ
ん
を
招
き
、
安
井
地

域
の
８
団
体
と
７
自
治
会
の
参
加

も
得
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
中
尾
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

活
動
に
関
わ
る
仕
事
を
務
め
て
き

た
中
で
、
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
き
た
そ
う

で
す
。
前
半
は
そ
の
経
験
談
を
含

め
た
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
と
は

•
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
昭

和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
設
立

さ
れ
た
。市
内
を
26
の
地
域（
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
分
け
て

活
動
し
て
い
る
。『
宮
っ
子
』の

発
行
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

行
事
な
ど
を
開
催
。
地
域
が
つ

な
が
る
た
め
に
は
、
何
を
発
信

し
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題

◇『
宮
っ
子
』
に
つ
い
て

•『
宮
っ
子
』
は
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
魅
力
や
頑
張
っ
て
い
る

人
た
ち
を
住
民
に
伝
え
て
い
る
。

編
集
作
業
や
配
布
も
大
変
だ
。

持
続
し
て
い
く
た
め
の
良
い
方

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

•
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
『
宮
っ
子
』
を
読
ん
で
い
る

人
が
結
構
い
る
。『
宮
っ
子
』

に
載
っ
た
ら
う
れ
し
い
と
感
じ

る
人
も
。
地
域
の
情
報
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
多
い

◇
行
政
と
地
域
と
の
関
係

•
行
政
は
市
民
の
暮
ら
し
や
、
安

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
〜

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
を
考
え
る

2
／
 22

全
を
守
る
こ
と
が
仕
事
。
そ
の

上
で
市
民
の
声
を
聞
く
必
要
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
や

ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
個
人
よ
り

も
地
域
で
意
見
を
ま
と
め
た
方

が
行
政
に
反
映
さ
せ
や
す
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
団
体

が
ど
う
い
う
形
で
つ
な
が
っ
て

い
く
か
が
大
事
に
な
る

◇「
担
い
手
」
の
発
掘

•
担
い
手
不
足
の
問
題
は
ど
の
地

域
で
も
起
き
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

•
安
井
地
域
の
人
口
増
減
は
少
な

く
、
年
齢
構
成
で
見
て
も
次
世

代
の
担
い
手
候
補
は
た
く
さ
ん

い
る
。
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
一
定
数
い

る
は
ず

•
大
事
な
の
は
行
事
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
人
が
次
も
関
わ
り
た
い

と
思
う
こ
と
。「
喜
ん
で
も
ら
え

た
」「
役
に
立
て
た
」
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
次
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

後
半
は
、
出
席
し
た
自
治
会
と

各
種
団
体
の
代
表
か
ら
、
日
頃
の

活
動
や
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
（
左
表
）。

こ
う
し
た
意
見
に
対
し
て
中
尾

さ
ん
は
、「
自
治
会
や
各
種
団
体

の
横
の
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
す

る
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
役
割
が
あ
る
の
で
は
」「
人

が
動
く
上
で
大
事
な
の
は
口
コ
ミ
。

『
宮
っ
子
』
に
口
コ
ミ
の
役
目
を

持
た
せ
る
の
も
一
つ
の
方
法
」「
新

し
い
人
は
、
自
分
が
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
感
じ
る
と
、
次
も
来
て
く

れ
る
は
ず
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
楽
し
い
の
が

一
番
。
人
は
楽
し
い
と
こ
ろ
に
集

ま
っ
て
く
る
。
活
動
が
楽
し
め
る

工
夫
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

主
催
　
安
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

参
加
　
28
人

参加者から活発に意見が出ました

熱く語る中尾さん

自治会や各種団体からの意見
                     （事前アンケートを含む）
•コロナ禍が過ぎて、行事が復活してきた。参加
者も多くなってきた

•役員の負担が少なくなるように、集まりの回数
を減らしている

•SNSを利用して、活動を広めている
•地域活動への無関心、無理解
•役員の高齢化。会員の高齢化
•自主防災会の体制が未整備
•世帯数が多く、『宮っ子』の仕分けと配布が大変
•4年ぶりに夏まつりを開催するので、うまく進
められるか不安

•活動内容の周知徹底
•続けることが大事。続けるうちに担い手が現れ
るかもしれない

•もっと分かりやすく情報が得られれば、参加す
る人が増えるかも

•地域の団体とも連携しながら企画を試していき
たい

•コミュニケーションの輪が広がっていけばいい
など

表彰おめでとうございます

頑張っています！

安井サッカークラブ初優勝！

災害時に備えよう　　　　

阪神･淡路大震災からの絆を
　　　　　　　　　　 能登半島にも！

〇西宮コミュニティ推進大会
　わがまち賞　　　　　2/17
　　吉田　忠さん（平松町）
　　松本　武さん（櫨塚町）

スポーツクラブ21安井

淡路島卒業記念安井カップ2024＊　  淡路島青少年交流の家　3/2・3

地域共生館ふれぼの　１/29

〇スポーツクラブ21
　お別れバレーボール大会 
 2/4
　ブロック準優勝
　　ジュニアバレーボール部
〇スポーツクラブ21
　ミックスダブルス卓球大会
 2/11
　４部トーナメント優勝！
　卓球部Bチーム

　今年は西宮市と神戸市、淡路島の12
チーム220人が参加しました。
　主催しているものの、これまで優勝
を逃していた安井チームでしたが、9
年目にして念願の初優勝！　卒業を前
に素晴らしい思い出になりました。
＊平成28（2016）年からスポーツクラブ21安井ジュ
ニアサッカー部が淡路島で開催している大会

　元日に大きな被害をもたらした能登半島
地震。29年前を思い出した人も多かった
ことでしょう。当時、避難所となった安井
小学校で支援活動をしてくれたヤングネッ
トワークとやま（YNT）も、いち早く現地
に入り、救援活動を開始したとの情報が入
りました。
 YNTは毎年、安井小学校にチューリップ
の球根を届けています。震災20年目の平
成27年には富山から約33tもの雪を運び、
みんなで鎮魂の雪地蔵を作りました。サッ
カーを通して交流をしてきたスポーツクラ
ブ21安井が、YNTの活動を支援しようと
募金を始めると、安井小学校の代表委員会
や安井幼稚園の教職員からも賛同が得ら
れ、多額の寄付が集まりました。
 とりまとめて2月初めに送金。YNTから
お礼と支援活動の報告が届きました。これ
とは別に安井地区自治会連合会からも支援
金を送ったとのことです。
　能登の被災地が早く元気を取り戻します
ように。

　地域防災について研究している関西学
院大学・関嘉寛教授のゼミ生が、「防災
ワークショップ」として、簡単に作れる
非常食を紹介しました。
　まず、牛乳パックを切り取ってスプーン
の形に。チラシを折って箱にして、それ
にビニール袋を掛けて皿を作りました。
　この日のメニューは、切り干し大根とツナ缶をマヨネーズとコ
ショウであえたサラダと、「じゃがりこ」にチーズを割いて入れ、お
湯でかき混ぜたポテトサラダの２品でした。
　もしものときに覚えておきたいですね。　　　   　   （参加20人）

お味はいかがですか？

元気いっぱいの６年生でした

※いずれも参加費無料、当日受け付け
※開講約1カ月前に ＊大社・安井地区自治会掲示板　　＊大社公民館などに置かれるチラシ
 ＊西宮市ホームページ「公民館イベント」などでお知らせします

日時・会 場 講 座 名 ＆ 講 師　（敬称略）
大社公民館　電話71-3649大 社 公 民 館 だ よ り

西宮再発見！  文学と歴史　第6回
～安井地域の文化通り～

講師　㈱河内厚郎事務所 ディレクター　蓮沼　純一
（共催　安井地域コミュニティ協議会）

歯医者さんに聞いてみよう
～お口をケアして健康に♪～

講師　大家歯科院長 大家正久　歯科衛生士 坂根裕香
（共催　大社老人クラブ連合会）

あじさい大社寄席
～講談と落語で楽しみましょう～
出演　旭堂 南也　桂小留　月亭太遊　玉田玉秀斎

5月19日（日）
13:30～15:00
（13:00開場）
安井市民館
5月30日（木）
13:30～15:00
（13:00開場）
大社公民館
6月5日（水）
14:00開演

（13:30開場）
大社公民館

各種スポーツのお誘い　    スポーツクラブ21安井

今年もチャレンジウイーク（体験入部歓迎期間）を実施します！　事前申し込み不要！

※いずれも入会随時。会費など詳細は各部に問い合わせてください

ジュニアサッカー

ジュニアバレーボール

ジュニア野球
バトントワリング
（子ども会と共催）
空手
ソフトボール
バレーボール(軽量皮)
　　　　　　  一般開放
卓球
バドミントン
　　　　　　  一般開放
民踊
クォーターテニス
グラウンドゴルフ

毎週 日曜 8時～11時
毎月 第1・3土曜 14時半～17時
毎月 第5土曜 12時～14時半
毎週 日曜 9時～12時
毎月 第2・4土曜 16時半～18時半（他）
毎週 日曜  14時～17時
毎月 第2・4・5土曜  14時半～17時
毎週 土曜 9時～12時
 　　（他にもあり）
毎週 木曜 17時半～19時
                         （夏季は18時～19時半）
毎週 日曜 11時～14時
毎週 土曜 14時～16時
毎月 第3土曜 19時～21時
毎週 日曜 14時～16時
毎週 日曜 12時～14時
毎月 第1土曜 19時～ 21時
毎月 第2・4火曜 13時～15時半
毎週 土曜 12時～14時
毎月 第1～4土曜 12時～14時半

安井小校庭

安井小体育館

安井小校庭
安井小体育館
(若竹公民館)
安井小体育館
安井小校庭
安井小体育館
安井小体育館
安井小体育館
安井市民館
安井小体育館
安井小校庭

５月９日（木）～12日（日）　５月14日（火）～19日（日）　　※詳細は各戸配布の案内やポスターで

080-6205-7899

090-1222-8271

090-3356-6539

090-3943-8233

080-3786-9771
090-5166-0455
080-1461-9433
090-1222-8271
0798-26-2891
090-9878-6605
0798-21-1073
0798-23-3920
090-3352-3888

真殿

脇

泉

荒兼

荒尾
浅香
尾山
脇
西野
勝屋
田中
原口
鍋谷

小学生男女

小学生男女

小学生男女

小学生男女
幼児～　　
　一般男女
一般男子
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女
一般男女

対  象 活 動 曜 日 ＆ 時 間 開 催 場 所 問い合わせ先


